
■ 第６期北海道農業・農村振興推進計画（案）への御意見

委員御氏名

長内委員

佐藤委員

佐藤委員

仲沢委員

令和２年度(2020年度)北海道農業・農村振興審議会

第３回審議会　　委員御意見

　とてもすばらしい案と思います。

　１月８日の東北地方の雪害により、ＪＲが青森の線路上で農産物の物流が１週間

ほどストップしてしまいました。商品が不良品となってしまわぬ様にその場合の物

流の迅速な対応を願います。

　第２回審議会の内容を踏まえ、修正頂いた資料2-6 p20の「情報通信基盤の整備

や人材の育成・確保など、令和２年(2020年)３月に北海道Society5.0懇談会が取り

まとめた「北海道Society5.0構想」の実現に向けた取組との調和を図り、経済界な

どとも連携しながら、農業のデジタルトランスフォーメーション（農業DX）を推

進する必要があります。」と記述がありますが、デジタル技術の導入は更なる農家

間格差を生む可能性があると思います(先進的な農家はデジタル化に積極的で、消

極的な農家との格差が生じる)。

　消極的な農家へのデジタル技術の促進に向けて、何か対策など（農家の底上げを

図る対策など）は考えられているでしょうか。

　今回、第４章にて「地域農業・農村のめざす姿と主な取組の方向」と題し、振興

局毎の取組等を整理いただいた。

　広い北海道では地域特性に応じた取組が必要と感じていたこともあり、今回の整

理の方向性を高く評価したい。

　各振興局では実施できることが限られているとも考えられるため、その実現に向

けてしっかりとした道としての支援をお願いしたい。

御　意　見

　拝聴させていただき、全般的によく練りこまれた推進計画だと感じている。

　経済界の意見も数多く反映していただき感謝申し上げる。

　　・出口を見据えた生産

　　・デジタル技術の活用による新たな農業への変革

　 志の高い推進計画ができたので、各計画の実現に向けて取り組んでいただきた

いし、経済界として応援をすべきところは応援をしていきたい。
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■ 北海道農業経営基盤強化促進基本方針（案）への御意見

委員御氏名

長内委員

仲沢委員

■ 北海道家畜排せつ物利用促進計画（案）への御意見

委員御氏名

仲沢委員

■ 北海道果樹農業振興計画（案）への御意見

委員御氏名

仲沢委員

　現在、コロナ禍で失業された方達が雇用の場を求めて新規就農される方が出て来

られることと思われます。高齢化により担い手不足が難しくなっている今、人材の

確保、若い力を活用して安定的な農産物の生産の向上ができればと思います。

御　意　見

　前回の会議から修正されていましたので、良かったと思います。

御　意　見

　良いと思います。

　資料3-4 p2エの認定農業者及び認定新規就農者の項目で、認定農業者数は、「近

年減少傾向で推移しており、令和２年(2020年)は28,978経営体と、前年より763経

営体の減少(▲2.6％)となっている」と記載がありますが、このような状況を踏ま

え、前回の平成28年3月に策定された北海道農業経営基盤強化促進基本方針から見

直しまたは、追加した対策などはありますでしょうか。

御　意　見
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■ 北海道花き振興計画（案）への御意見

委員御氏名

仲沢委員

■ 北海道農業振興地域整備基本方針（素案）への御意見

委員御氏名

長内委員

仲沢委員
　離農で利用いなくなった農地を斡旋して、販売先や借地先を確保していくこと

は、荒廃地にしないために今後も大切なことと思います。（良い案と思います。）

　資料7－2での変更前の国及び北海道の基本方針における面積目標において、国

は、令和７年(2025)時点で確保される農用地区域内の農地面積の目標が403万haで

あり、令和元年(2019年)末時点では、農用地区域内の農地面積が400.2haと目標を

達成していないのに対し、北海道の農用地区域内の農地面積は、令和元年(2019年)

末時点で112.2万haと令和７年(2025)時点で確保される農用地区域内の農地面積の

目標である111.3万haを達成しており、施策の効果が出ているといった状況だと思

います。

　国と違い、北海道が目標を達成できた要因(地域特性や施策の推進方法の違いな

ど)を考えられる範囲で問題ありませんので教えて頂けますでしょうか。

御　意　見

　（案）は良いと思います。

　コロナ禍により冠婚葬祭等が縮小、延期、中止等により激減しています。花の生

産者が廃業の危機に追い込まれ、イベントの中止が大きな問題になっており、今後

も続くと思うので、対応策があったらと思います。

　北海道の花は綺麗と言われているので、無駄にすることがないように、活用され

ることを望みます。

御　意　見
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